
    

（別記様式） 

議 会 報 告 会 実 施 報 告 書 

 

報告書作成 木村 建一 

実 施 日 令和７年５月 29日（木） 開催時間 午後７時 00分～午後８時 10分 

実施場所  土肥支所４階 第１・２会議室 

出席議員  

飯田 大 波多野 靖明 間野 みどり 小長谷 順二 

尾垣 和則 鈴木 優治 木村 建一  

小川 多美子 青木 靖 浅田 藤二 三田 忠男 

黒須 淳美 森 良雄 下山 祥二  

報告内容  

「人口減少と少子化の中で 伊豆市の未来を考える!!」 

① 伊豆市の令和７年度予算概要について 

② 伊豆市の人口減少について 

プレゼンテーションのデータによる。 

 参加者によるワークショップ（A・B 班に分かれ実施） 

 ワークショップの意見発表 

質問内容  
プレゼンテーションに対する質問 無し 

参加者意見 

 

Ａ班意見等 

・ふるさと納税の増えている現状説明を 

・高価格帯の宿泊施設が多い 

・子育て支援について宣伝を十分にした方がよい⇒出たい気持ちがあ

るのに参観日に出られない 

・子育て支援は充実していると思う 

・起業をする⇒行政のファミサポの制度はｇｏｏｄ、行政の手伝い（応

援してほしい） 

・休みの制度を（国の問題ではあるが） 

・空き家対策をすべき 

・大切なことは移住の応援をしてほしい 

・外国人の移住はあり？ 

・郷土愛のあり方 

・リモートで仕事は成立する 

・Ｅスポーツの充実（伊豆総合高校土肥分校） 

 

Ｂ班意見等 

・移住、定住、結婚に予算を多くかけてほしい（結婚したら 100 万円

とか） 

・今いる市民が表に向かって発信が大事（それには市民が満足してい

ないといけない） 

・海、山があることが魅力だったが、今はショッピングモールなどや

大きな施設で遊ぶところが欲しい 



    

・交通便、雇用対策に力を入れてほしい（働き場所がない） 

・移住してしまうことを食い止めなければ 

・伊豆で生まれて育って都会に出ると戻ってこないという問題がある 

・瀬戸内でベネッセコーポレーションが魅力ある画期的なことをして

いる（ベネッセアートサイト直島のことなのか？） 

・店がなくノート１冊も買えない…小売店が極めて少ない、マックス

バリューくらい 

・移動販売車を増やして 

・タクシーが少ない 

・雇用先を探すのには限界がある（公募しても来ない） 

・土肥（伊豆市）で事業するにしてもリスクが大きい（人手、人口減少

が要因） 

・土肥の旅館、ホテル等の施設で地元の人を活用 

・子育て世代の切なる希望…雨の日の集学校の部屋の利用とか 

・伊豆（土肥）が好きで他地域に出た人の意見を聞いてみたらどうか 

・土肥分校の下宿生の受入れに際し、支援を強く望む 

 

備 考 欄 

参加人数：13 人 

 


